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球根情勢報告 

2016年産ｵﾗﾝﾀﾞ産/ﾌﾗﾝｽ産百合球根価格表（速報版） 

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰについての説明 

 

念の為冒頭お断り申し上げます。説明されているｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ名/ｶﾃｺﾞﾘｰの名称は、山喜農園が独自

に作った物であり、関わる輸出業社とその中身を確認しながら作成しました。 

 

逆に言うと当社からの説明を受けていて、その方法・意味を理解して、合意・実践してくれる会

社からしか球根を導入していないと言う事です。 

但し、同一輸出業社から供給提案があったｹｰｽでは他輸入業者が別の名称を使っている。又は説

明されているｹｰｽがあるかとは存じます。ご理解頂きたいのは、使い方の説明が難しい。いつで

も良くなる約束が出来ないから…。使い方そのものは、実はそんなに難しくはないはずなのです。 

 

輸出業社側から提案されて作られた名称は一つもありません。（ｼﾍﾞﾘｱ以外の JW ｾﾚｸﾄ・一部農家

名販売球除く） 

 

従って各々のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰの『商品説明』は本来であれば、当社及び当社輸入球根を取り扱

って頂いている球根業社様からお買い上げ頂かないとわからない事が多いのかも知れません。

「ちゃんと説明できなければ誇大広告扱いされてしまいます。」 

 

あくまでも生もの。年次変動・気象変動がつきもの。期待通りの結果が出ない事がある事もご承

知おきください。（あくまでも長期ｽﾊﾟﾝで評価して頂きたい。そうやって違いを見極めてきまし

た。） 

 

技術は進歩していきます。新しい見方や見解・新しい使い方も生まれてくるはずです。 

より多くの方々と、情報共有出来ればと願っております。 

 

当社の取っている手法が一つのたたき台になれば…よくたたかれているなぁ～！ 
 

 

 平素よりお引き立ていただき誠にありがとうございます。 

 

 5月 9日発行の当社『球根情勢報告』において、16年産ｵﾗﾝﾀﾞ産/ﾌﾗﾝｽ産百合球根の動向について説明させ

ていただきました。 

 よろしくご確認ください。 

 

 16年産から特定の品種について、ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰ別に取扱い致します品種数が増加しております。 

 特殊ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ化しても標準球と価格が殆どかわらないというｹｰｽが増えてきています。 

 それは、分ける目的・ﾋﾞｼﾞｮﾝが多様化してきているからかなと考えています。 

 価格の差はほとんどの場合、球根農家・輸出業社の製造原価の差なのです。（相場変動・営業ﾘｽｸまで含め

て） 

 正しくその価値・意味をご理解頂き、使って頂き、そのﾒﾘｯﾄを活かし収益向上に繋げて頂ければと願って
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います。 

 

その価値を正しく引きだして頂ければ、必ず切花生産の安定化に繋がるはずです。（数年間のｽﾊﾟﾝでお考え下

さい。） 

  

 価格表に示されているｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰについてご説明させていただきます。 

 

 ＊注意 

1）可能な限り球根出庫日ﾍﾞｰｽで作型を表現します。（難しいのです。全国それぞれですから…。） 

2）全国各地の気象条件・作型により、その「向き不向き」が変わってしまう場合がございます。 

くれぐれもご注意ください。 

 3）球根品質維持・改善。切花品質向上・計画生産安定化の為の取組みとご理解ください。 

 

 

ﾌﾗﾝｽ産： 2014年産から隔離免除 

       ﾌﾗﾝｽ産を重要視する 1番の理由は切花作況の安定性確保、在来種を中心に春夏秋冬の切花供

給が安定する事を願い、主に夏期定植用として球根生産が行われている、取り扱っています。 

 

ﾌﾗﾝｽ産とｵﾗﾝﾀﾞ産の差…丈が伸びやすい。高温期作型における花芽分化異常（奇形花発症

率・ｱﾝﾃﾅ咲き etc）が、平均的にｵﾗﾝﾀﾞ産に比べて少ない。 

 

       ｵﾗﾝﾀﾞとの球根生産環境比較で熱量・光量に差がある。暖かい。暑い。これがﾎﾟｲﾝﾄ！ 

 

       昨年の「新潟ｾﾚｸｼｮﾝﾘﾘｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ隔離栽培試験」で分かった事は、同一切花生産者が同

一条件で切花生産を行えば、ほぼ確実に根張りが良くなり、花保ちも良くなる。 

その差は大きかったです。（38～39℃の外気温環境下において、ﾌﾗﾝｽ産からの切花は立毛

の状態で、脱水症状は起こさなかった。一方、ｵﾗﾝﾀﾞ産は立毛状態でも…。） 

花じみ、花こげの発症率すらあきらかに減少する。（これは、高温という条件が悪い中で

の根ﾊﾞﾘの良さが、主要因だと思いますが…） 

 

南半球産同様、ﾌﾗﾝｽ産は球根生産条件がきびしい。（だから球根が強くなる。） 

南半球産同様に球根生産者数が少ない。 

品種数が限定的。 

 

 TL（原則 1年栽培） 

O.H系では、4月 1日以降の出庫日作型。（これより早く使うと低温積算が足りてない年産がある。低温精

算不足の様々な悪い点が出てしまう。） 

O.T 系では、さらに遅く、4 月 20 日以降。（これより早く植えすぎると輪が少なくなる。低温積算が足り

ていないから。） 

L.A 系でのﾌﾗﾝｽ産使用は、初の試みとなりますが、3 月以降の出庫が適正と考えていますし、願わくば 4

～9月末出庫作型で使用して頂きたい。 

その作型でこそ真価を発揮するものと思われます。 

 

夏期定植作型用に特化した球根、その作型にて球根のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを発揮してくれるのは、ﾌﾗﾝｽ産の方がｵﾗﾝﾀﾞ

産に比べて平均的に優秀だから。 

到花日数の長さが違います！葉数数が違います！花持ちが良くなります！（ｵﾗﾝﾀﾞ産より到花日数が長く

なる確率が高い。ｵﾗﾝﾀﾞ産より葉枚数が多くなる確率が高い。顕微鏡下で数えてみたのです。（最近は目が

悪くなって…。） 

 

O.H/O.T系の最終出庫日は、8月末くらい。暖地でも 9月 10日くらいが限界と考えています。 

ﾌﾗﾝｽ産の長期抑制作型は危険です。球根内の芽が大き過ぎて、芽内結氷型凍傷ﾘｽｸがｵﾗﾝﾀﾞ産に比べて高い

からです。（この芽の大きさの違いは、暖かい・暑い気象条件で生産された球根の特徴、秋口でその差が

大きく確認できます。） 
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品種によって最終出庫適正時期が異なりますので、お問い合わせ下さい。 

  

 2L 

ﾌﾗﾝｽ産 2年連続栽培球根。 

 

使用方法は、TL 球根に準じますが、花芽分化異常の出やすい品種については、やはり TL 球根よりは少し

早めの作型で使ったほうが良い。 

ｼﾍﾞﾘｱ MAKTL/MAK2L 比較では、旧盆採花作型で、2L球のほうが 5日ほど早く咲いている。他品種も同様な

傾向なので、その点は注意が必要。新潟県内の事例ではｼﾍﾞﾘｱ MAK2Lのｹｰｽで概ね 8月お盆明けの週、出庫

作型迄で、使用終了としている。他の品種はもっと早くに…。 

2N球（ｵﾗﾝﾀﾞ産 2年連続栽培、標準時期掘り取り球。）同様 2L球根は、 

1L球より丈伸びやすい 

 1L球より輪付きが良くなりやすい。 

 1L球より到花日数が短い。（ｵﾗﾝﾀﾞ産よりは長い。） 

LMOV/LSV 罹病率が高くなる傾向。理解できていない球根農家/輸出業社がこの商品を取り扱うと青ｶﾋﾞ・ﾘ

ﾝﾍﾟﾝ腐敗等のﾘｽｸもある。（まぁ、誰が扱ってもやっぱり出る時は出ます。ｴﾏﾆｰ 2N なんて…もう扱いたく

ない位。） 

2N球根同様、2L球根の方が、花芽分化異常のﾘｽｸは同じﾌﾗﾝｽ産 TL球根との比較でやや高い。2N/2L球根取

扱いにあたっては、抑制作型で使う時、導入品種を間違ってはいけない。 

ﾌﾗﾝｽ産 2L球根は、夏場のみの使用と考えられるので、奇形花になりにくい品種を選ばないと！ 

ｵﾗﾝﾀﾞ産の事例でもｼﾍﾞﾘｱ･ﾏﾚﾛ･ﾉﾊﾞｾﾝﾌﾞﾗ・ﾋﾞﾋﾞｱﾅ（晩性ではないのに…。）などで比較的良い結果が出てい

ます。もしかしたら球根農家、輸出業社の失敗の経験が活きているのかもしれません。概ね晩性系の品種は、

うまくいく傾向が強く、早生系品種、球根農家・輸出業社の取扱い経験の浅い品種では、ｵﾗﾝﾀﾞ産 2N抑制栽

培は厳しいｹｰｽが多いように思います。 

 

そこで、ﾌﾗﾝｽ産 2L球根なのです。（少しでも作期拡大できる様に。） 

 

2Lは丈が伸びやすい。輪がつきやすい。これが最大の魅力の様です。 

ｼﾍﾞﾘｱ MAKTL･MAK2Lを比較すると、輪付きで 1～1.5輪以上の差。草丈で 12㎝以上もの差がつく様です。 

施設内の遅い作型では、MAK2Lは丈が伸び過ぎるという指摘すらあります。 

 

 2L-KO 

2年連続栽培球根 

 

16年産ｼｲﾗから使用する「ﾏｰｸ」です。従来ｼｲﾗの 2年連続栽培はﾌﾗﾝｽ産ですら、抑制作型時ﾌﾞﾗｯｸﾉｰｽﾞ等が

多発しﾘｽｸが高い。 

（TLSのｲﾒｰｼﾞ） 

『KO』とは、ｺｰｲﾏﾝ社の事（球根農家名）。V.Z社と連携協議して掘り取り期の調整を行い、ﾌﾞﾗｯｸﾉｰｽﾞ発症

抑制を考えた。（特別なｹｱを行う。ﾏｯｸ社がやっていそう…。） 

それでも球根出庫については、8月上旬くらいまでが望まれる。 

今までは、他の球根農家の生産もありましたが、16年産は V.Z社・ｺｰｲﾏﾝ社（V.Z扱い）のみとなります。 

ｺｰｲﾏﾝ社は、ｵﾗﾝﾀﾞ産でも優秀な若い球根農家の一人です。 

 

 ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ TYS/TL 

ｶｻﾌﾞﾗﾝｶにて使用。ﾎｯﾌﾟﾏﾝ社（球根農家名）の球根。P.O社しか扱わない。余れば他輸出業社へも… 

 

 ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ TYS/2L 

2年連続栽培球根 

 

ｶｻﾌﾞﾗﾝｶにて使用。ﾎｯﾌﾟﾏﾝ社（球根農家名）の球根。P.O社しか扱わない。余れば他輸出業社へも… 
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ﾌﾗﾝｽ産ｼﾍﾞﾘｱのコーナーです。 

ｼﾍﾞﾘｱのｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝについては後半のｵﾗﾝﾀﾞ産ｼﾍﾞﾘｱとあわせてお読みください。 

 ｼﾍﾞﾘｱ MAKTL/2L：325EURO・335EURO。（追加購入不可。作が良くなる事を願う。） 

ｼﾍﾞﾘｱ MAK ﾌﾗﾝｽ産においては、どちらかと言えば 2Lの方で人気が高い。（夏向きｽﾍﾟｼｬﾙ。）TLより丈が伸び

やすいから。輪付きが良くなるから。 

明らかに他のｼﾍﾞﾘｱとは系統が違う様にみえる。独自進化してきた系統の様に見えます。（ﾌﾟﾗｽ、MAK 社の

生産管理技術！） 

 

夏場でも涼しめの産地で、芽伸ばしの長さをさほど長くしなくても良い様だと、18/20・20/22 ｻｲｽﾞは 

年によって輪付き過ぎの恐れも…。 

夏場でも涼しめの産地は MAKTL18/20・20/22・16/18 ｻｲｽﾞは、断然 MAK2Lのほうが良いと思います。 

奇形花発症率も、TLと比べて遜色ないとの事。（少ない！） 

あくまでもｼﾍﾞﾘｱ MAKでのｹｰｽです。（掘り取りのﾀｲﾐﾝｸﾞやその後の管理が絶妙！年産にもよりますが…。） 

 

いずれにしても、球根価格がｼﾍﾞﾘｱの中で一番高価なので、各切花産地の最も酷暑期作型で使うべきでは

ないでしょうか。 

少しでも安全性の高い作型では、別ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝをお勧めします。（無理して高価い球根だけに集中するのも

…） 

16年産は、ｼﾍﾞﾘｱ MAKTL/MAK2L全球併せても、日本全体で約 1,700,000球程度しか流通しない？ 

日本の消費球数（北半球産）の約 10％まではないのでは？ 大切に使っていきましょう！ 

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ別販売の象徴的球根品種ですが、どのように使われるべきなのか？どんな作型で使われるべきな

のか？取扱い球根業社と共に良く検討して頂けたら幸いです。 

 

ﾏｯｸ社は本当のところ、別の品種をﾌﾗﾝｽで作りたい。ｼﾍﾞﾘｱの 12ヶ月切花供給の安定化を維持したいという

依頼に対して、ﾏｯｸ社自身の品種であるｼﾍﾞﾘｱの市場価値を守る為に、生産継続に同意してくれている。輸

出入業者は、２年以上前倒しで、この計画に参加しているのです。  

 

 ｼﾍﾞﾘｱ HLCTL/HLC2L：まだ仕入れが出来ていません。 

この系統も他と比べて似ている木姿が少ない。独自進化した事が見えやすい。 

 

MAKよりは、丈伸びない。普通のｵﾗﾝﾀﾞ産よりﾁｬﾝｽはある。HLC 2Lは伸びた事も…上根のはらせ方がﾎﾟｲﾝﾄ

の様です。MAKより葉が広い。蕾が太い。MAKよりｳｲﾙｽﾘｽｸが高い年が過去にあった。 

取扱いは減少する。生産も大きく減少している。 

一部の切花農家には MAK以上の評価を頂いたｹｰｽもある。 

ｼﾍﾞﾘｱ MAK同様、TL/2Lで奇形花発症率にさほど差が無い 

主に MAKTL/2L不足分を補てんするために使われるｹｰｽが多い。 

夏作の奇形花発症率は、少なくともｵﾗﾝﾀﾞ産より少なくなるｹｰｽが多い。 

 

 ｼﾍﾞﾘｱ TL：270EURO。（初期仕入れ時価、在庫状況は不足感が出てきている様です。） 

MAKより丈が伸びない。普通のｵﾗﾝﾀﾞ産よりﾁｬﾝｽはある。 

当社のｹｰｽでは、P.O社、V.Z社、VDZ社が取り扱う予定ですが、基本的にﾀﾞｳﾉﾍﾞﾙﾄ社（球根農家名）、一部

ﾊﾟｰﾀｰ社（球根農家名）の球根。 

＊ﾌﾗﾝｽでｼﾍﾞﾘｱを作っているｵｰﾅｰ農家は、把握している範囲で 5軒。（MAK/V.Z社を含む。）どれを買うかで

はなく、各々の切花産地がどの作型に使うかで、価値観に差が出てくる。 

3輸出業社共､ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ技術は悪くない。（これは結構重要な要素だと思います！） 

主に MAKTL/2L不足分を補てんするために使われるｹｰｽが多い。 

夏作の奇形花発症率は、少なくともｵﾗﾝﾀﾞ産より少なくなるｹｰｽが多い。 
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 ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ VOFTL・ｼﾍﾞﾘｱ VOFTL：270EURO。（初期仕入れ時価、追加購入出来ません。） 

ﾌﾗﾝｽ産なので、夏場の奇形花発症率が少なくなるのは、品種問わずの傾向。これも独自系統進化した木姿

が確認しやすい。 

V.Z 社が選抜したｵﾗﾝﾀﾞ産養成球を、自社農場から送っている。ｼﾍﾞﾘｱ VOF は、本来夏向きではないが（丈

が短い系統）、ﾌﾗﾝｽの気象条件による生産である事と種球品質を信用してみた。 

 

ﾌﾗﾝｽ産の中では４月の出庫作型、又はﾌﾗﾝｽ産を使う一番遅い作型で…。採花時、加温する様な作型で…。 

 

 

当社の場合、取り扱うﾌﾗﾝｽ産球根については、ほぼ全量圃場確認を行っています。だから何？と思われる

かもしれませんが、少しでも良い物を供給したいからです。輸出業社には無い視点で確認しているつもり

です。 

 

 

＊農家名は全てｵﾗﾝﾀﾞの球根農家、いわゆるｵｰﾅｰ農家です。 

 取扱い球根・品種のｵｰﾅｰ農家を把握しています。（そうでなければいきなり「ﾌﾗﾝｽでｴﾙﾃﾞｨｰﾎﾞ作って！」

って頼めないでしょう…。二年前から頼んでいたのです。） 

 各々のｵｰﾅｰ農家は、当社取扱い範囲では 5軒のﾌﾗﾝｽ産球根栽培農家にて委託生産を行っています。 

 仕入予定の委託農家の農場を把握しています。 

 軒数が少なければ調べやすい。 

 

ここまでがﾌﾗﾝｽ産です。南半球産の『球根生産地別特性差』と同じように、球根が生産されている気象条

件による違いを利用してそれぞれの特徴を使ってほしいのです。 

 

 

＊タキイ専門学校/研究所の職員（先生）は、『「間違っても」、「営業時」ウソは付くな』、『「耐

病性」と「強い」は違うのだという事を理解しろ』と教えました。 

 『自分にとって不都合でも、大切だと思えば、伝えなさい』と教えました。 

 30年前に自社のカタログ商品と他社商品との比較をしながら話してくれたことです。 

 

 これは肝に銘じなければと思った事でした。 
 

 

ｵﾗﾝﾀﾞ産：基本的に冷涼な気象条件で球根が栽培されている。涼しい時期、寒い時期の切花作型に向い

ている。従ってｵﾗﾝﾀﾞ産で夏作を実行する場合、その『品種選択の重要性』は極めて高い。高温耐性・草丈・

花じみ etc…。 

 

最近は、南半球産やﾌﾗﾝｽ産に注目が集まりがちですが、日本・世界が消費している球根

は、断トツにｵﾗﾝﾀﾞ産です。品種が最も多様化するのも当然ｵﾗﾝﾀﾞ産から…。 

日本産の百合球根の大半も、ｵﾗﾝﾀﾞ産養成球から生産されています。（日之本・鉄砲百合

は除きます。） 

南部・東部・北部と生産地が分かれています。 

   南部 

O.H/O.T系開花球生産が多い。ｵﾗﾝﾀﾞの球根生産地の中では当然一番暖かい。やや天候の振れ幅が大き

いがここ数年は安定している。 

一部の球根農家・育種会社が原母球をこの南部で作っている。これは正解だと思います。 

東部 

L.A、O.H/O.T 開花球生産が多い。内陸の為比較的暖かく、天候が安定している地域と言われている。

近年では天候に恵まれていない。 

複数の育種会社が原母球をこの東部で作っている。（MAK社、D.J社過去には vletter社 etc.）これは

正解だと思います。 

北部 
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どちらかと言えば開花球生産面積は多くない。多くの球根農家（ｵｰﾅｰ農家）が農場を構えている関係

で、この地において自作で原母球生産を行うｹｰｽが増えてきた。（回帰してきた。これは良い事と思い

ます。） 

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ・その他の球根生産が圧倒的に多いのです。ｳｨﾙｽ管理等、気を付けてほしい事が… 

北部は、冷涼な気候で、ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ球根栽培には適していますが、百合球根開花球生産は…。 

N.Z ｲﾝｶﾞｶｰｷﾞﾙ地区の様なモノ…。 

そんな中で、さすがﾜｰﾙﾄﾞﾌﾗﾜｰ社（育種会社。当社 WF ｺｰﾄﾞ扱い分）は、安定して高品質球根生産を行

っている。（従って、北部でも優秀な球根は出来るのでしょう。） 

私にとっては、過去１４年間、ｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根の作況を占ううえでいつも基準にしてきたのがこの会

社。当社課長が、球根生産を１年半に渡り学んだのがこの会社です。 

 

ｵﾗﾝﾀﾞ全域とも、N.Z/ﾈｲﾋﾟｱ、C.H/ﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽ・ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱと比較できる生産地域はありません。（南半球

のこれらの産地は、ﾌﾗﾝｽ産と比較するべき！） 

ｵﾗﾝﾀﾞの気象条件は、どちらかと言えば、N.Z/ｲﾝﾊﾞｰｶｰｷﾞﾙ、ﾗｶｲﾔ・C.H/ｵｿﾙﾉ・ﾋﾟｭｴｳｴの様な気象条件に

近い様に思います。 

 

※少なくとも秋口の芽形成調査では、各、南・東・北生産地域での芽の大きさは、南半球生産地域間

の様な差はありません。ｵﾗﾝﾀﾞ産として比較される対象は、ﾌﾗﾝｽ産となります。 

 

 EVR98年産から使用。最初のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝです。その当時は無我夢中でした。どう

したら良くなるのだろうかと…。 

 普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 
 あくまでも養成球又は原母球の、Eまたは EE ｳｲﾙｽ濃度証明書付き球根。今でもこの意味は、ことｳｲﾙｽ濃度

に関しては、重要。そして、精神的にも…。 

 P.O 社があえてｸﾞﾗｼｱやﾒﾃﾞｭｰｻ・ﾌｪﾆｽ・ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ、VZ 社もｱｸﾃｨﾊﾞ・ﾏﾙｺﾎﾟｰﾛなどに対して、16 年産取引開始

時、「もう一度このロゴで品質規格表記をしてくれ」と、念を押されました。長い間、この規格の為に骨

を折ってくれていた 2社は今でもこの「ﾏｰｸ」の意味を大切にしてくれています。 

 

 Plamvとの戦いを表現する方法はないのか？振り返って、模索しているのです。 

 

 現在のｵﾗﾝﾀﾞ産ｳｲﾙｽ濃度基準では、切花用流通球根の Plamvの発症率との関連が完全に取れているわけでは

ありません。（輸出業社が必ず輸出洗浄するから…などなど対策がとりきれていない…） 

 Plamv完全フリーをうたう事は難しい。 

 

 当社においては、ｵﾗﾝﾀﾞ球根業界において、『Yamaki Noen』という名前を覚えてもらったきっかけにもなっ

ているのが「EVR」という「ﾏｰｸ」です。だって、球根農家に対して、「どこの国よりも品質にお金を払い

ます」って言ったのと同じ意味でしょう！「それが日本市場のｲﾒｰｼﾞを作ったんだよ」と、昔言われた事

を思い出しました。 

 軽んじて他社が使っているのであれば、それは…。ちょっと…待ってよ…。というお話です。 

輸出入業社…昔々、よくｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝの意味を理解していない輸出業社が、『EVR』だと言って営業していまし

たっけ…。 

 そこら辺から話がおかしくなっちゃったんですよね…。 

EVRは、古くなってきた品種、ﾛｯﾄ間品質格差が出てきた時に使うべき「ﾏｰｸ」なんですよ…。 

あくまでもｳｲﾙｽ濃度について！ 

青ｶﾋﾞが生えないとか、球根が腐らないとか、ﾌﾞﾗｯｸﾉｰｽﾞが出ないとか、奇形花が出にくいとか…。球根の

総合品質の話や、気象変動耐性の話とは関係ないのです。 

それは全てのｶﾃｺﾞﾘｰ/ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝで言えることなのですが、それぞれ目的・意味が違います。あくまでも商

品説明をしやすくする為、球根を正しい作型に使ってもらいやすくする為に、「ﾏｰｸ」をつけているのです。 

 

※育種会社が時々ｳｨﾙｽ汚染の差別化をはかる為、私自身も新しい品種ですら差別化をはかるために使うｹｰ

ｽが出てきました。 

 

なぜでしょう？ 
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この「ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ・ｶﾃｺﾞﾘｰ説明」の中で、様々な「ﾏｰｸ」によって区分されている球根は原則、「EVR」「SES」

「NES」の条件を満たしています。（標準球ですら、その条件をｸﾘｱしている物があると考えてよいのです。） 

 

但し…。 

 

98 年以降、ｵﾗﾝﾀﾞの球根生産産業も随分変わってきています。球根農家数は減少し、規模が拡大してきて

います。百合球根は、出荷当年に病気・ｳｲﾙｽ等に罹病してしまうｹｰｽ等があり、しっかりした原母球・種

球管理が行われていても事故が起こるｹｰｽがあります。 

どんなに分けても分けきれないのが当年感染、しかも農家ﾚﾍﾞﾙだけでなく輸出業者ﾚﾍﾞﾙでさえ、感染原因

を作ってしまう。 

母球ではなく、切花用球根、輸出用養成球などの販売球に対して、「全ての作業行程」を「出荷前の荷姿」

まで作業終了させてから、従来行っていなかったｳｲﾙｽﾁｪｯｸを始めた球根農家・輸出業者が出始めているの

です。それらの努力を「表現するﾏｰｸ」や「仕組み」は、まだありません。 

 

彼らの努力を表現する方法は…？切花農家に、説明できる方法は？ 

 

結果しかないですけどね…。 

 

「生産地表記」・「球根生産方法表記」以外の「品質や特性を示す表記」に対しての「輸出業

者側の覚悟」、「それに対しての緊張感」は通常取引以上のものなのです。まして、輸出業者

名が「ﾏｰｸ」に含まれているとなると…。もう一度「EVR を」と考えてくれた会社。「ﾏｰｸ」

を表記するのに、ﾀﾗﾝｺﾞを含める事を悩んだ会社、「ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ・ｶﾃｺﾞﾘｰ」に関わっている会社

＝自分はﾁｰﾑだと考えています。一緒に考えていく事が重要だと思っています。「一つ一つの

球根が生産流通するﾌﾟﾛｾｽを見続けていたいのです。」 

 

各輸出業者が、他の輸出業者を馬鹿にしたり、皮肉った時、「俺の選んだ供給業者を馬鹿に

するな！！」と怒ります。 

当社が取引している８輸出業者、全てに対してです。良い所も悪い所もあるのです。 

 

 

 標準球 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

ところで… 

 

そういうわけですから… 

何の標記もない球根にも 2種類の意味があります。 

 

1） まだ品種が新しくてｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰ別を設定する必要の無い品種、逆に言えばｶﾃﾎﾞﾘｰ/ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝが設定

できないとも言えます。（ほとんどのｹｰｽで、EVR・SES・NESの条件をｸﾘｱしています。新しい品種でｳｨﾙｽ

に弱い品種には、時々「ﾏｰｸ」を表記し始めました。例えばｸﾞﾗｼｱ。） 

 

2） 古い品種でｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰが設定されていない品種は…良いﾛｯﾄが無くなってきている。 

一番困っているのは、昔は「新しい品種は綺麗です。」と言えたのに、最近は「新しい品種」だからとい

って、綺麗とは言えない品種が出てきています。だからもう一度、EVRなのかもしれません。 
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中には差別化する必要が無いくらいきれいなままのものもあるのですけどね。（例えばﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ） 

 

強いて言うなら…もう一つ…。 

まだ育種会社ﾚﾍﾞﾙで生産されている品種でﾒﾘｸﾛﾝからﾀﾞｲﾚｸﾄに球根生産された球根は、通称「P-1」・「P-2」

と呼ばれています。 

これは「山喜農園」が作った名称ではありません。（ｵﾗﾝﾀﾞで普通に使われている） 

『P-1』『P-2』の球根はｳｨﾙｽ濃度的にはきれいなのですが、ﾎﾙﾓﾝﾊﾞﾗﾝｽの異常から様々な問題を引き起こ

します。 

輪付きも悪く、葉焼け、奇形花など、様々な問題を引き起こしやすい球根です。（球根が弱いといえるか

も…） 

多くの「新品種」・「新発売」と言われている品種はこの問題を抱えているｹｰｽが多くなっています。（特

に O.T系。ﾒﾘｸﾛﾝﾀﾞｲﾚｸﾄ球から燐片増殖しても、まだその影響が残る場合もあります。（ﾃｰﾌﾞﾙﾀﾞﾝｽ・etc。） 

「新品種」というより「実験段階品種」「試験栽培段階品種」と表現した方が良いのかもしれません。 

 

「P-1」「P-2」をｶﾃｺﾞﾘｰ/ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ標記出来ないのは、近い将来「標準球」になってしまうからです。 

 

 S-ES 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

ﾘﾝﾍﾟﾝ養成球及びﾘﾝﾍﾟﾝ養成球生産時木子球のみを養成球とした切花ｻｲｽﾞ球根。 

開花球生産時に出来る木子球は絶対まぜさせない。 

主に「ｾﾗﾀﾞ」「ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ」「ｶﾌﾟﾚｯﾄ」で使用。 

母球更新を怠れば、意味がない。 

O.H・O.T系は原則、木子球からの生産は無い。（昔は時々あった。）従って、SES表記される必要がない。 

 

 

 N-ES 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

主にｿﾙﾎﾞﾝﾇ、ｲｴﾛｰｳｨﾝにて使用。 

数年前にﾘｰﾌﾈﾏﾄｰﾀﾞが多発した年があった。 

これは養成球の温とう消毒をしっかり実行していなかった事が原因。 

必ず温とう消毒を実行してあるﾛｯﾄについて使用した。 

ﾈﾏﾄｰﾀﾞが発症していない品種にこの｢ﾏｰｸ｣を使う必要は無い。 

最近ではまた温とう消毒を減らしてきていたｹｰｽがあったそうです。これは「Plamv問題」との関連。 

ﾈﾏﾄｰﾀﾞ対策の為の農薬規制が強まって、ﾈﾏﾄｰﾀﾞ土壌対策がどんどん出来にくくなってきている。 

再びこの｢ﾏｰｸ｣の重要性が復活してくるかもしれない。だから使い続けます。 

しかもｿﾙﾎﾞﾝﾇ・ｲｴﾛｰｳｨﾝ以外の品種でも！ 

 

 MAK・WF 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

育種会社が原母球・養成球を自社で生産し、開花球も自社産の球根。（委託生産含む） 

やはり平均的に品質は良い。 

普通のｵﾗﾝﾀﾞの気象条件下で、育種会社が行う業務ﾚﾍﾞﾙの作業水準で作られた球根。 

新しい品種では P-1、P-2の確率が高いが、この 2件は比較的それをまぜない所を気に入っています。 

球根農家にﾗｲｾﾝｽを販売する時、原母球供給の考え方が他育種会社の考え方と違うのでそうなったのだと

思います。 

 

 CT・VZ ｾﾚｸﾄ・VISS・HLC ｼﾍﾞﾘｱ以外の JW ｾﾚｸﾄ 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

 

各輸出業社が特に自信のある「ﾛｯﾄ」を差別化して販売している。 
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彼らも標準球より高価めの仕入を行っているｹｰｽが多い。 

CTは DJ社がｷｬﾋﾟﾀｲﾝ社産（球根農家名）のﾏﾚﾛで使っている。 

VISSは PO社がｳﾞｨｻｰ社産（球根農家名）のﾚｲｸｷｬﾘｰで使っている。ﾚｲｸｷｬﾘｰは、悪い物が多かったから…。 

VZ ｾﾚｸﾄは VZ社がﾎｯﾌﾟﾏﾝ社（球根農家名 TYSと同じ農家）ﾏﾙｺﾎﾟｰﾛに使っている。 

PO社の EVR球もﾎｯﾌﾟﾏﾝ社産。P.O社は EVRで表現。ﾌﾟﾗｲﾄﾞの高さを感じます。一貫性があると感じます。 

栽培面積が減少しているﾏﾙｺﾎﾟｰﾛの中では、この農家の球根が 1番品質が良いと私も感じています。 

 

ｼﾍﾞﾘｱ以外の JW ｾﾚｸﾄ 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

実はこの JW ｾﾚｸﾄ、扱いはまだ少ないですが、ちょっと注目してほしいｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝです。 

付き合いが長いので敢えてはっきり言いますが、この会社は新品種、希少品種は得意ではありません。 

なのに中国・ﾒｷｼｺでは高い評価を受けています。輸出用ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ技術も TOP ｸﾗｽの品質安定感です。 

営業ﾍﾞﾀで対日ｼｪｱをやや落とし気味でした。 

使ってみる価値はある様です。本来ｵﾗﾝﾀﾞ産の球根を使うべき作型で…。JW 社という会社の球根を見直

してほしくて、本人からの依頼があって出来た「ﾏｰｸ」です。球根生産者・産地・その他の背景は 100%JW

社に委ねています。そういう訳で本気度が違うように見えます。こういうのを「ｾﾚｸﾄ」というのでしょ

うか？生産履歴や背景は敢えて聞いていません。彼らの責任が増すからです。 

O.T/O.H系だけでなく、L.Aでもまずまず評判が良いですよ！ 

経営者が石頭なのです。でも案外いい奴なのです。（これは褒め言葉） 

一般品種化した時の彼らの球根の品質の安定感は、JW社・PO社が最近ではちょっと抜けてきている様に

感じます。（彼ら２件だけでなく各社、得意・不得意品種・分野があります。） 

彼らの日本市場に対しての思い、球根業者として生き残ってきた思いなのかなぁと思います。 

 

ｼﾍﾞﾘｱ以外の VOF/VOF・TYS 

ｼｰﾗ、ﾋﾞﾋﾞｱﾅ、ｼｸﾞﾅﾑ、ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ etcで使用。 

 

V.Z 社以外の球根農家が、栽培・販売ﾗｲｾﾝｽを取得して、一定の時間の経過と共に、ﾛｯﾄ間品質格差が生まれ

てきてから、このﾏｰｸを使い始めます。 

 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

基本的には JW ｾﾚｸﾄと似ています。特定の生産農家の球根。 

但し、わざわざ分けた理由が原母球/養成球が育種会社でもある VZ社自社農場（育種会社ﾚﾍﾞﾙの品質）で母

球が管理されている所、又は自社農場産の球根だからです。 

VZ社自社農場産しかない品種ではこの「ﾏｰｸ」は敢えて使いません。 

 

そういう意味では、JW ｾﾚｸﾄと MAK・WFの両方の意味合いを兼ねています。 

 

FESS 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

15年産より試験開始。 

 

ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞについてのみ使用。 

DJ社（ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞの育種をした会社）が 1番最近にﾒﾘｸﾛﾝをかけたﾛｯﾄを、「SES」からさらに選抜。 

P-1、P-2では無い。 

新しい球根だとどのように違ってくるのかを調査したくて、ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ購入切花農家に試して頂いてい

る。 

普通のｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞを生産している農家が作っています。 

「FESS」の「F」は、ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄﾞという地名の様です。 

 



１０ 

POP・PVP 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

新しいｽﾃｯﾌﾟです。輸出業社を刺激したい。各輸出業者のﾊﾟｯｷﾝｸﾞ差を表現したい！ 

『POP』は PO社ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ。 

『PVP』は PO社・VZ社ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ。 

 

この 2社を選んだのはまずまずのﾊﾟｯｷﾝｸﾞ技術ﾚﾍﾞﾙで、当社取扱い数が一番多いから。彼らを基準にしたい。

へんてこりんなﾛｯﾄを入れてくる事もなさそうですしね…。時々ありますが…。信用しているのです。長い

ｽﾊﾟﾝで！ 

当社の場合「ｵﾗﾝﾀﾞ産・ﾌﾗﾝｽ産」の取扱総球数の内、この 2件のｼｪｱが７割を超えています。 

 

過去数年間の事例で同一品種、同一ﾛｯﾄ、同一切花産地、同一切花作型において、複数の切花産地で各輸出業

社ごとで切花品質に少なくない差が出てきた事を確認し始めています。（千葉・高知・埼玉・新潟・山形 etc。

複数品種で、事例確認された。） 

 

2社に確認した所、『VZ社から買えば全て VZ社ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ』、『PO社から買えば PO社ﾊﾟｯｷﾝｸﾞなのにおかしくな

いか？』、との指摘を受けました。 

ｱｽﾃﾘｱﾝ・P ﾌﾞﾛﾝﾄﾞ（特にこの品種！2 球根農家の同一ﾛｯﾄなのに、輸出業社間の差が大きくて…）・ﾊｲﾄﾞﾊﾟｰｸ

で際立った差が確認されていましたので、16 年産で試験する事にしました。本当はｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞも…。

当社ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞは、P.O社・D.J社（ｲﾝﾃﾞｨｱﾝﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ育種会社でもある。）・J.W社・V.Z社となってお

ります。 

 

当社がﾊﾟｯｷﾝｸﾞについて評価している輸出会社。 

B ﾗﾝｸを付けている ？社  

     C ﾗﾝｸを付けている ？社 

     D ﾗﾝｸを付けている ？社 

全ての会社がAﾗﾝｸ又はB+αぐらいになってもらいたいという願いを込めています。（Aは難しいですよね！） 

どこも一長一短がある。 

 

ｵﾗﾝﾀﾞ産につきましては、ここまでのｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ分け/ｶﾃｺﾞﾘｰ分けが球根の品質に関わる分類となります。 

 

TURBO・2N 

2年連続栽培、早掘り球根（TURBO）。最近取扱いが減少してきています。2Nが変わって代用されてきていま

す。 

（安全性が TURBO球より高く、球根入荷期の関係、南半球産増加の影響により） 

2年連続栽培、標準掘り取り期に収穫された球根（2N）です。 

 

TURBO球を抑制作型に使うことはおすすめ出来ません。 

 

あくまでも品種を選んで、2N球での抑制作型は可能です。（制限されます。） 

 

品種やその年の気象推移によっては、長期抑制作型でも「2N球」の方がむしろ「1N球」より良い結果が出る

事があります。（そういう結果は、論理的ではないのです。それが生もの！年次気象条件変動によるところの

典型的事例！） 

 

2N球は、ﾌﾗﾝｽ産 2L球同様、早目の作型で使用してください。（同一品種を複数回栽培されるなら、相対的に

早めの作型で、という意味。） 

 

輪付きが良くなる。（ﾜﾝﾗﾝｸ下のｻｲｽﾞが、使える場合すらある。） 

草丈が伸びやすくなる。 

生育速度がはやくなる。 

ｳｨﾙｽ発症率はやや高い。 
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抑制作型・冷凍期間中の球根ｴﾈﾙｷﾞｰ消耗が 1Nと比べて早い。（特に品種を間違うと…球根農家が 2N取扱いﾉ

ｳﾊｳが無いと…） 

 

酷暑期に使用したい品種はﾌﾗﾝｽ産 2L球に選択した方が良いと思います。原則 8月以降の出庫作型は、行うべ

きでは無いのでは…？ 

それができる品種は相当制限されます。 

 

標準球、又は品種名のみでご注文頂いた時、球根出庫時期に合わせて、こちらから「それなら 2Nで…。」と

お進めするｹｰｽが主な取引方法になっています。付きましては、ご注文の際には「納期」を入れて頂くと助か

ります。もちろんご自身で選んで頂いて結構です。 

 

※ｵﾗﾝﾀﾞ産の場合、球根生産方法によりｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰを分けたのはこの 2つだけです。 

 

最後にｼﾍﾞﾘｱです 

ﾌﾗﾝｽ産ｼﾍﾞﾘｱも含めてそれぞれの「ﾏｰｸ」を「別品種」として見て頂ければ良いのでは？そこがﾎﾟｲﾝ

ﾄの様な気がします。系統選抜しているのです。これは実際に切花農家と一緒に時間をかけてやらない

と出来ない。 

 

私が思うには、日本市場において全国の百合切花農家が結果的に力を合わせて、12か月間の切花流通が最も

安定的に行われている品種がｼﾍﾞﾘｱだと思います。もうこの品種位しか残っていない？ 

MAK：310EURO。（追加購入不可。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

もう説明する必要はないでしょう。MAK社のｵﾗﾝﾀﾞ産球根は、球根栽培農家の母球となるｹｰｽが増えた為（Plamv

の影響）、日本には殆ど入荷しません。 

 

「営利切花栽培用球根販売価格」と「原母球販売価格」との差は、なんと 180EURO以上違います。（ｹｰｽﾊﾞｲｹ

ｰｽですが。） 

 

一般的なｼﾍﾞﾘｱと系統が違うように見えます。（独自系統進化+球根生産方法） 

 

普通の球根農家がこの原母球を使っても…良くはなりますが…MAK と同じくはならないですね…。何回か試

したのですけど…。 

 

JW ｾﾚｸﾄ改め JW ｱｰﾘｰ：210EURO。16/18価格です。18/20は仕入れていない。（初期仕入れ時価、追加購

入不可。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

「JW ｾﾚｸﾄ」とは違う系統の様に感じていますが…不明です。 

促成作型ｽﾍﾟｼｬﾙ、3月いっぱいの出庫期作型までがおすすめです。どうやら系統的に他のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝよりｽﾋﾟｰﾄﾞ

がある様です。 

「2N球では無い」という説明です。 

促成用としてはこのｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝの扱いが 1番多いです。一般的ｼﾍﾞﾘｱと系統が違うように見えます。 

選抜の責任は JW社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。明らかに彼らの責任が増したから！ 

 

独自系統進化しているのでしょうか？ 

 

VOF：250EURO。（初期仕入れ時価、在庫状況未調査。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

VZ社より提案。 

この「ﾏｰｸ」で分類された『VZ社のｼﾍﾞﾘｱ』は NZ産ｼﾍﾞﾘｱの原母球となります。従って品質は安定しています。 
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やや丈が伸びづらい系統の様なので促成が8月25日以降さらに遅い出庫作型が向いているのではないでしょ

うか！夏場の産地が使う「ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ」では無い様に思いますが…。 

ほら！涼しい時期用の品種と捉えたらどうでしょう！ 

ｼﾍﾞﾘｱの丈が伸びすぎになる作型用と位置づけています。独自進化がわかりやすい！ 

 

VZH：250EURO。（初期仕入れ時価、在庫状況未調査。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

VZ社より提案。 

15年産から試験開始。 

VZ社取扱いﾛｯﾄの中から VZ社自らが丈の伸びやすいﾛｯﾄを選抜してくれた。 

VZHの「H」は「High」の意味です。「L」・「Long」は使えなかったので…。 

本年作が初試験となります。比較的丈が伸びにくい作型で使ってみてほしい。 

早く、癖をつかみたい。 

選抜の責任は VZ社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。彼らの責任が増すから！ 

 

DJF：250EURO。（初期仕入れ時価、在庫状況未調査。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

16年産から試験導入。DJ社からの提案。 

すでに他の輸入業者様が販売しているﾛｯﾄ。良いなぁと思ったﾎﾟｲﾝﾄは『茎の太さ』の揃いがとても良い。 

JW ｱｰﾘｰや POF-Kに匹敵するくらい。これは試験する価値があると考え、導入を決めました！ 

まずは安全な作型で使ってみてください。どの作型が向くのか？促成ではすでに良いように見えます。 

早くくせをつかみたい。 

DJFの Fは『ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄﾞ』の地名から取りました。 

選抜の責任は DJ社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。彼らの責任が増すから！ 

 

JW ﾚｰﾄ：265EURO。（初期仕入れ時価、追加購入不可。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

「JW ｾﾚｸﾄ」とは別系統の様に感じていますが…どうでしょうか？（新潟県・山形県夏作における他輸入業社

様が供給された球根との比較では、かなり違った。）茎が伸びやすい。輪が少なめで、付き過ぎにならない。

18/20で 4輪が出る事もある。 

ｵﾗﾝﾀﾞ産の中では POF-K並みかそれ以上に丈が伸びやすい。芽の動きが比較的遅いので、ここまでの所では球

根事故が少ない。（奇形花も少ない…あくまでもｵﾗﾝﾀﾞ産にしては…） 

球根ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ技術まで含めて良い球根だと思う。 

JW ｱｰﾘｰ同様、JW ﾚｰﾄは実績が積まれてきた球根です。 

これも系統独自進化に見えます。 

選抜の責任は JW社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。 

 

 

POF-K 2N：270EURO。（初期仕入れ時価、追加購入不可。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根ですが、2N栽培です。通常通りお使い下さい。 

すでに実績のある球根です。（1Nでの実績、2Nの特性は意識しないと…。ｼﾍﾞﾘｱだから大丈夫か？） 

16年産が最後となりますが、最後に良い仕事をしてくれると願っています。 

JW ﾚｰﾄ並みかそれ以上という位置づけです。 

丈が伸びます。輪付きは JW ﾚｰﾄより良くなります。（奇形花発症ﾘｽｸは普通のｵﾗﾝﾀﾞ産と変わらない） 

これも系統独自進化に見えます。この農家の球根栽培技術も平均以上です。 

 

時々…良い球根農家が作った球根は「良い品種」を超えると思っています。それを見出すことは凄くやりが

いがあります。 

 

POF-EFP：265EURO。（初期仕入れ時価、追加購入不可。） 
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普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

16年産から取扱い開始というと少し語弊があります。後程説明させて頂く「POF」からの選抜です。 

POF-Kの跡継ぎを作らないと！（これが 16年産以降の重要なﾎﾟｲﾝﾄ） 

丈が伸びやすいﾛｯﾄの選抜を強化しました。JW ﾚｰﾄ同様の使い方をお願い致します。 

早くくせをつかみたい。どの作型が向くのか？この輸出会社のｺﾝﾄﾛｰﾙ力を最大限評価したい。まずは丈が伸

びてほしい作型で試験してほしい。 

EFPとは… 

『ｴﾊﾞｰﾄ/ﾌﾗﾝｽ・ﾌﾟﾗｲﾄﾞ』ｵｰﾆﾝｸﾞｽ社の経営陣の意地が詰まっている様です。（私が名前を決めました。Dai 語

みたいと言われた…。） 

この会社は品質についての意地・ﾌﾟﾗｲﾄﾞは高い。あまり顔には出しませんけど…。 

選抜の責任は PO社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。（若干聞いていますけど…。）彼らの

責任が増すから！ 

 

 

POF：255EURO。（初期仕入れ時価、追加購入可能だが、少なくなってきている。価格上昇。） 

普通のｵﾗﾝﾀﾞ産球根です。通常通りお使い下さい。 

くせをつかみきれていない。まだ 2年目なので…。日本の輸入業者からの指摘を受けて（相当悔しかったみ

たい） 

茎の太さと草丈、特に茎の太さの揃いを良くしようと思えば、養成球ｻｲｽﾞの揃いまで「畑」から調査してい

かなければいけない。温室の中の試験栽培の結果だけでは見出せません。 

POFや EVRはｵｰﾆﾝｸﾞｽ社にとって、最も意地の見せ所なのかも知れません。（EVRを一番、最初に作ってくれた

会社です。） 

どの作型が向くのか？この輸出会社のｺﾝﾄﾛｰﾙ力を最大限評価したい。 

 

選抜の責任は PO社が負っています。生産者等、背景は敢えて聞かない。（若干聞いていますけど…。）彼らの

責任が増すから！ 

 

EFP同様、将来のｼﾍﾞﾘｱ球根生産状況、中国市場動向考えた時、今の『ｵﾗﾝﾀﾞ渡し価格』=『FOB価格』240～250EURO 

18/20 ｻｲｽﾞが、仮に 270～280EUROに上がったとしても（330EUROはさすがにいくら中国でも…）切花農家に

大きな負担をさせない、安定的な品質、価格に見合った球根供給を維持していく為に、球根を作り続けてく

れる優良ﾛｯﾄ・農家を守っていきたい。 

 

各切花産地に適した「系統」を作りたい！（ほら、品種みたいでしょう！） 

 

（これに近い方法で、「ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ TYS」は成長してきたのです。ｼﾍﾞﾘｱでも同じ事が出来ると思います。有望品

種を作るのと一緒でしょう！） 

 

 

※ｼﾍﾞﾘｱについてはｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ/ｶﾃｺﾞﾘｰ、「ﾏｰｸ」毎の価格差が多い様に感じられるかも知れませんが、MAKTL/2L

は別格。 

その他の「ﾏｰｸ」では価格差が大きいとはいえないのではないでしょうか？その年産内の球根市場相場で、変

動する価格範囲より少ないです。例えば今日現在、ｵｰﾆﾝｸﾞｽ社から 16年産「POF」ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝを追加購入すれば

255EUROが、すでに当社に対しては 265～270EUROまで値上がりしています。（優良ﾛｯﾄのｼﾍﾞﾘｱは多くない。） 

夏場の草丈 5cm～10cmの差。茎の太さの均一性と固さ。奇形花発症率抑制効果可能性等あげていければ、16/18

ｻｲｽﾞﾍﾞｰｽで最大 2.3円。 

18/20 ｻｲｽﾞで最大 4.6円。（5月 12日現在概算価格差…。）出来上がる切花品質と市場安定供給実現で、仕入

ｺｽﾄ差を解消して頂きたい。 

 

※球根は「原材料」であって「農産物」ですよね！「農産物」の「品質による価格差」ってどのくらいであ

るべきでしょう？ 

 

「ﾏｰｸ」ごとの価格差は 16年産の円高基調の価格形成環境のおかげでそれぞれのｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝを使い分ける経験

を積んで頂く追い風となっていると思います。 

宜しく御検討ください。 
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「お前の為に作った商品規格・お前の為の情報だぞ！」と言われています。…が。「日本市場

の武器は透明性」だとも言われています。 

 

 

P.S 

５月第一週より、ｵﾗﾝﾀﾞは 26～27℃位まで気温が上昇したそうです。（約一週間。） 

週末はまた気温が下がるみたい。 

今の時期の天候は、冬場の掘り取り時期以上に、気になります。（やきもきします。） 

 

 

この次の情勢報告は、品種（新品種だけではなくて）解説になろうかと思います。 

宜しくお付き合い下さい。 
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